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５ 正方形の折り紙があり，各頂点をＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄとし，辺ＡＤの中点をＭとします。

右の図は，次の手順で正方形ＡＢＣＤを追ったときの折り目となる直線をかいたもの

です。

手順① ＢＭで折ってもどします。

手順② ＡＣで折ってもどします。

手順③ 手順①，②の折り目の交点をＰとし

ます。辺ＢＣが点Ｐと重なり，折り

目が辺ＡＢと垂直になるように折っ

てもどします。この折り目と辺ＡＢ，

辺ＣＤとの交点をそれぞれＱ，Ｅと

します。

(1) ＡＱ：ＱＢを最も簡単な整数の比で答えな

さい。

(2) 上の手順で折ったあと，さらに紙を折っていき，辺ＡＢ上にＡＲ：ＲＢ＝ 2：5
となるような点Ｒをとります。Ｒをとるための折り目となる直線を解答用紙の図に

かき，どのような手順で直線を引いたか，下の(例)のように点に記号をつけて④以

降を答えなさい。たとえばあ，手順①のようにＢＮで折ってもどしたものは「ＢＭ」

と書きます。ただし，手順は最大でも⑩までとします。

(例)①ＢＭ ②ＡＣ ③ＱＥ
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(1) ＡＤとＢＣが平行なので，

△ＰＡＭと△ＰＣＢは相似で，相似比は

ＡＭ：ＣＢ＝ 1：2。
よって，Ｐを通り，ＡＢと垂直な直線と

ＡＢの交点をＳとすると，

ＡＳ：ＳＢ＝ 1：2。
よって，ＡＳ＝ 1，ＳＢ＝ 2 とすると，

ＳＱ＝ＱＢ＝ 2 ÷ 2 ＝ 1 なる。

したがって，

ＡＱ：ＱＢ＝(1 ＋ 1)：1 ＝ 2：1 です。

(2) ＭＱとＡＣの交点をＴ，Ｔを通りＡＢと

垂直な直線とＡＢの交点をＵ，また，

ＱＥとＡＣの交点をＶとすると，

ＱＥとＢＣは平行なので，△ＡＱＶと

△ＡＢＣは相似で，相似比は

ＡＱ：ＱＢ＝ 2：(2 ＋ 1)＝ 2：3。
よって，ＱＶ：ＢＣ＝ 2：3 なので，

正方形の 1 辺の長さを 1 とすると，

ＱＢ＝ 1 × ＝ 。

また，ＡＭ＝ 1 × となるので，

相似な三角形である△ＡＴＭと△ＶＴＱの相似比は ＝ 3：4。

よって，ＡＵ：ＵＱ＝ 3：4 となるので，

ＡＵ：ＵＱ：ＡＱ＝ 3：4：(3 ＋ 4)＝ 3：4：7。また，ＡＱ：ＱＢ＝ 2：1 なので，

ＡＵ：ＵＱ：ＱＢ＝ 3：4：7 × ＝ 6：8：7。

よって，ＡＵ：ＵＢ＝ 6：(8 ＋ 7)＝ 6：15 ＝ 2：5 となる。

したがって，Ｕは求める点Ｒに等しい。

以上の結果からＲをとるための折り目は，

右図で

①ＢＭ ②ＡＣ ③ＱＥ ④ＱＭ ⑤ＵＴ

です。
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